
唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘

葦
荘

（八
三
六
～
九

一
〇
）
、
字
は
端
己
、
京
兆
杜
陵
の
人
で
あ
る
。
晩

唐
か
ら
五
代
の
頃
の
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
端
麗
な
詞
は
温
庭
綺
の
詞
と
共
に

『
花
問
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
経
歴
を
た
ど
れ
ば
、
長
安
で
幼
年

時
代
を
過
ご
し
、
長
じ
て
は
長
安
の
他
に
下
邦

（現
在
の
険
西
省
渭
南
市
）

を
は
じ
め
と
す
る
陳
西

。
河
南
の
各
地
に
居
住
し
た
。
若
年
よ
り
科
挙
に
応

じ
た
が
及
第
せ
ず
、
信
宗
の
広
明
元
年

（八
八
〇
）
、
四
十
五
歳
の
時
、
黄

巣
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
賊
軍
が
占
領
す
る
長
安
で
二
年
間
過
ご
し
た
。
そ

の
後
洛
陽
に
脱
出
し
て
さ
ら
に
江
南
の
各
地
を
流
浪
し
た
。
や
が
て
長
安
に

一戻
り
、
景
福
元
年

（八
九
二
）
に
五
十
九
歳
で
よ
う
や
く
進
士
に
及
第
し
て

昭
宗
に
仕
え
た
が
、
晩
年
は
蜀
に
拠

っ
て
帝
号
を
称
し
た
王
建
に
宰
相
と
し

て
仕
え
、
七
十
五
歳
で
そ
の
波
乱
に
み
ち
た
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

葦
荘
は
本
来
長
安
の
人
で
あ
り
、
実
際
に
長
安
に
住
ん
だ
経
験
を
有
す
る

が
、
彼
の
晩
年
に
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
次
の
詞
に
は
、
何
故
か
長
安
で
は

な
く
、
洛
陽
を
恋
い
慕
う
心
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

洛
陽
城
裏
春
光
好
　
　
洛
陽
城
裏
　
春
光
好
し

中

　

　

尾

　

　

健
　
一　
郎

洛
陽
才
子
他
郷
老
　
　
洛
陽
才
子
　
他
郷
に
老
ゆ

柳
暗
魏
王
堤
　
　
　
　
柳
は
暗
し
　
魏
王
の
堤

此
時
心
韓
迷
　
　
　
　
此
の
時
　
心
転
た
迷
ふ

桃
花
春
水
濠
　
　
　
　
桃
花
　
春
水
濠
く

水
上
鴛
鷺
浴
　
　
　
　
水
上
　
鴛
鷺
浴
す

凝
恨
封
残
暉
　
　
　
　
恨
み
を
凝
ら
し
て
残
暉
に
対
し

憶
君
君
不
知
　
　
　
　
君
を
憶
ふ
も
　
君
知
ら
ず

（草
荘

「菩
薩
蛮
」
五
首

・
其
五
、
『花
問
集
』
巻
二
）

こ
の
詞
に
は
、
異
郷
の
地
で
年
老
い
て
ゆ
く

「洛
陽
才
子
」
が
、
洛
陽
を

回
想
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「洛
陽
才
子
」
と
は
前
漢
の
買

誼
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
葦
荘
自
身
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
洛
陽
を
回
想

す
る
章
荘
に
と

っ
て
思
い
出
の
場
所
は
、
「魏
王
堤
」
を
は
じ
め
と
す
る
洛

水
沿
岸
で
あ
る
。
柳
が
揺
れ
桃
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
光
景
は
、
葦
荘
に
深
い

印
象
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
。
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葦
荘
が
長
安
の
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ロ薩
蛮
」
第
五
首
に
お

い
て
長
安
で
は
な
く
洛
陽
の
風
光
を
慕
わ
し
い
も
の
と
し
て
詠
む
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
革
荘

一
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
黄
巣
の
乱
に
遭
遇

し
た
唐
末
の
士
人
に
お
け
る
長
安

・
洛
陽
に
対
す
る
心
象
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
も
甚
だ
重
要
で
あ
る
。
ま
た
唐
の
首
都
長
安
が
五
代

・
北
宋
以
降
は

一

地
方
都
市
と
化
す
の
に
対
し
、　
一
方
の
洛
陽
は
、
北
宋
に
は
西
京
が
置
か
れ

「士
大
夫
の
淵
薮
」
と
し
て
発
展
す
る
。
葦
荘
が
長
安
で
は
な
く
洛
陽
の
風

光
を
慕

っ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
こ
と

を
、
葦
荘
の
詩
詞
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　

黄

巣

の
乱
勃

発
時

の
葦
荘

前
述
の
よ
う
に
葦
荘
は
、
少
年
時
代
を
長
安
で
過
ご
し
た
。
当
時
の
専
荘

は

「塗
次
逢
李
氏
兄
弟
感
旧
」
詩

（『
浣
花
集
』
補
遺
巻
）
に
、
「御
溝
西
面

朱
門
宅
、
記
得
営
時
好
弟
兄
六
御
溝
の
西
面
　
朱
門
の
宅
、
記
し
得
た
り

当
時
の
好
き
弟
兄
）
と
詠
む
よ
う
に
、
宮
城
の
堀
に
面
し
、
貴
人
の
邸
宅
の

立
ち
並
ぶ

一
等
地
に
住
ん
で
お
り
、
ま
た

「憶
昔
」
詩

（『浣
花
集
』
巻
二
）

に
、
「
昔
年
曾
向
五
陵
遊
、
子
夜
歌
清
月
満
棲
」
盆
自
年
　
曾
て
五
陵
に
遊

び
、
子
夜
　
歌
は
清
ら
か
に
月
は
楼
に
満

つ
）
と
詠
む
よ
う
に
、
貴
族
高
官

の
子
弟
と
し
て
華
や
か
な
青
春
の
日
々
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
受
験
を
続

け
る
う
ち
に
不
惑
を
過
ぎ
た
頃
、
彼
の

一
生
を
左
右
す
る
事
件
が
起
こ
る
。

黄
巣
の
乱

（八
七
五
～
八
八
四
）
で
あ
る
。
倍
宗
の
広
明
元
年

（八
八
〇
）
、

科
挙
を
受
験
す
る
た
め
に
上
京
し
た
葦
荘
は
黄
巣
の
長
安
侵
攻
に
遭
遇
し

た
。
こ
の
時
の
体
験
は
、
次
に
挙
げ
る
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

相
逢
倶
此
地
　
　
相
ひ
逢
ひ
て
　
此
の
地
を
倶
に
す

此
地
是
何
郷
　
　
此
の
地
は
是
れ
何
れ
の
郷
ぞ

側
目
不
成
語
　
　
目
を
側
だ
て
て
語
を
成
さ
ず

撫
心
空
自
傷
　
　
心
を
撫
ち
て
空
し
く
自
ら
傷
む

釧
高
無
鳥
度
　
　
剣
高
く
し
て
鳥
の
度
る
無
く

樹
暗
有
兵
蔵
　
　
樹
暗
き
と
こ
ろ
兵
の
蔵
る
る
有
り

底
事
征
西
将
　
　
底
事
ぞ
征
西
の
将

年
年
成
洛
陽
　
　
年
年
洛
陽
を
成
れ
る

（葦
荘

「重
囲
中
、
逢
市
校
書
」
詩
、
『浣
花
集
』
巻
二
）

こ
れ
は
中
和
二
年

（八
八
二
）
、
黄
巣
が
占
領
す
る
長
安
で
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
黄
巣
の
支
配
下
に
在

っ
て
自
由
に
発
言
で
き
ず
、
い
た
ず
ら
に

悲
嘆
に
暮
れ
る
士
人
た
ち
の
様
子
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
結
句
に
は
唐
朝
の
将

軍
が
洛
陽
に
駐
屯
し
、
長
安
を
奪
還
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
憤
り

が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
長
安
を
脱
出
し
て
洛
陽
に
逃
れ
た
葦
荘
は
、

や
は
り
征
西
の
兵
を
起
こ
そ
う
と
し
な
い
洛
陽
の
軍
隊
を
次
の
よ
ぅ
に
批
判

し
て
い
る
。

漢
皇
無
事
暫
遊
沿
　
　
漢
皇
　
無
事
に
し
て
暫
く
遊
沿

（蒙
塵
）
し

底
虎
狐
狸
哺
作
翼
　
　
底
処
に
か
　
狐
狸

哺
き
て
群
を
作
す

夜
指
碧
天
占
晉
分
　
　
夜
に
碧
天
を
指
し
て
晋
分
を
占
め

暁
磨
孤
釧
望
秦
雲
　
　
暁
に
孤
剣
を
磨
き
て
秦
雲
を
望
む

紅
施
不
巻
風
長
急
　
　
紅
施
　
巻
か
れ
ず
し
て
風
長
に
急
な
り

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
ど
葦
荘
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唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘

豊
角
閑
吹
日
又
燻

止
克
有
征
須
有
戦

画
角
　
閑
ろ
に
吹
き
て
日
も
又
た
燻
る

止
だ
党
に
征
く
こ
と
有
ら
ば

須

く
戦
う
こ
と

有
る
べ
し

洛
陽
何
用
久
屯
軍
　
　
洛
陽
　
何
を
用

っ
て
か
久
し
く
軍
を
屯
め
た
る

（葦
荘

「贈
成
兵
」
詩
、
『浣
花
集
』
巻
三
）

詩
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
黄
巣
の
入
寇
の
た
め
に
信
宗
は
蜀
の
地

に
逃
れ
、
長
安
で
は
賊
軍
が
我
が
も
の
顔
に
ふ
る
ま

っ
て
い
る
。
夜
空
の
晋

の
地
に
対
応
す
る
空
域
に
妖
気
が
か
か

っ
て
い
る
の
を
指
さ
し
、
独
り
剣
を

研
ぎ

つ
つ
長
安
の
方
角
を
眺
め
て
い
る
。
軍
旗
は
巻
か
れ
る
こ
と
な
く
風
に

は
た
め
き
、
角
笛
が
空
し
く
吹
き
鳴
ら
さ
れ
る
中
、
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
い
ず
れ
は
長
安
に
軍
を
進
め
て
決
戦
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
洛
陽
の

軍
隊
は
ど
う
し
て
長
期
間
い
た
ず
ら
に
洛
陽
を
守
る
だ
け
で
あ
る
の
か
と
い

う
。
こ
の
詩
を
読
め
ば
、
洛
陽
で
は
軍
隊
が
安
逸
を
貪

っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
し
か
し
実
は
乾
符
六
年

（八
七
九
）
、
黄
巣
は
長
安
侵
攻
に
先
ん
じ

て
、
時
の
東
都
留
守
劉
允
章
に
降
伏
を
促
じ
、
偽
官
を
授
け
て
懐
柔
し
て
い

た
。
草
荘
が
そ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
草
荘
が

長
安
を
気
に
か
け
た
の
は
、
自
身
も
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
悲
惨
な
状
況
が
、

長
安
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
黄
巣
が
占
領
し

た
長
安
の
様
子
が
、
そ
の
雄
篇

「
秦
婦
吟
」

に
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
詩
は
、
黄
巣
の
乱
に
際
し
て
長
安
に
住
ん
で
い
た

一
婦
人
が
洛
陽

に
逃
れ
、
彼
女
が
見
聞
し
た
惨
状
を
語
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の

一
部

を
次
に
抜
粋
し
て
挙
げ
よ
う
。

長
安
寂
寂
今
何
有
　
　
長
安
　
寂
寂
と
し
て
　
今
何
か
有
る

屡
市
荒
街
変
苗
秀
　
　
廃
市
　
荒
街
　
麦
苗
秀
づ

採
樵
歓
蓋
杏
園
花
　
　
採
樵

（村
人
）
は
欣
り
尽
く
す
　
杏
園
の
花

修
案
誅
残
御
溝
柳
　
　
修
案

（兵
士
）
は
誅
り
残
ふ
　
御
溝
の
柳

華
軒
締
穀
皆
鎗
散
　
　
華
軒
　
編
穀
　
皆
な
鎗
散
し

甲
第
朱
門
無

一
半
　
　
甲
第
　
朱
門
　
一
半
も
無
し

含
元
殿
上
狐
免
行
　
　
含
元
殿
上
　
狐
免
行
り

花
菩
棲
前
荊
棘
満
　
　
花
薯
楼
前
　
荊
棘
満

つ

昔
時
繁
盛
皆
埋
没
　
　
昔
時
の
繁
盛
　
皆
な
埋
没
し

奉
目
凄
凍
無
故
物
　
　
目
を
挙
ぐ
れ
ば
　
凄
涼
と
し
て
故
物
無
し

内
庫
燒
篤
錦
締
灰
　
　
内
庫
は
焼
か
れ
て
為
る
　
錦
編
の
灰

天
街
踏
蓋
公
卿
骨
　
　
天
街
に
踏
み
尽
く
す
　
公
卿
の
骨

（葦
荘

「秦
婦
吟
」
第

一
二
五
句
～

一
四
六
句
、
『浣
花
集
』
補
遺
巻
）

こ
の
部
分
に
は
、
破
壊
し

つ
く
さ
れ
、
寂
蓼
と
し
た
長
安
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
市
街
地
で
は
草
が
生
い
茂
り
、
嘗
て
皇
族
た
ち
が
遊
ん
だ
園
池

で
は
庭
園
の
木
々
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
。
貴
族
た
ち
の
飾
り
立
て
た
馬
車
は

す

っ
か
り
見
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
の
邸
宅
も
原
型
を
留
め
て
い
な
い
。
含
元

殿
に
は
狐
や
免
た
ち
が
跳
梁
じ
、
花
薯
楼
に
は
荊
棘
が
生
い
茂

っ
て
い
る
。

繁
栄
し
て
い
た
長
安
の
面
影
は
跡
形
も
な
く
、
見
慣
れ
た
も
の
も
今
は
目
に

ふ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
宮
廷
の
宝
物
庫
は
焼
か
れ
て
、
す
べ
て
灰
と
な
り
、

宮
廷
内
の
通
路
は
大
臣
た
ち
の
屍
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
中
和

三
年

（八
八
三
）
四
月
に
李
克
用
が
沙
陀
部
を
率
い
て
長
安
に
攻
め
寄
せ
る
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と
、
黄
巣
は
長
安
を
棄
て
て
逃
れ
る
が
、
そ
の
際
、
宮
殿
に
は
火
が
放
た

れ
、
回
復
が
困
難
な
ほ
ど
の
損
害
を
被

っ
た
。
革
荘
が
気
に
か
け
た
長
安

は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
有
り
様
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

二
　

洛
陽
に
お
け
る
章
荘

草
荘
が
洛
陽
に
滞
在
し
た
の
は
、
信
宗
の
中
和
三
年

（八
八
三
）
春
か
ら

秋
に
か
け
て
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
後
南
方
に
逃
れ
て
、
景
福
元
年

（八
九

二
）
に
長
安
に
戻
る
ま
で
各
地
を
転
々
と
し
た
。
葦
荘
が
洛
陽
に
滞
在
し
た

時
期
は
僅
か
半
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
短
い
期
間
に
彼
は
、
美
し
く
歴
史
あ

る
洛
陽
の
風
景
を
目
に
焼
き
つ
け
、
憂
国
の
思
い
を
絡
め
て
詩
を
詠
ん
で
い

ＺＯ
。

萬
戸
千
門
夕
照
邊
　
　
万
戸
　
千
門
　
夕
照
の
辺

開
元
時
節
奮
風
煙
　
　
開
元
の
時
節
　
旧
風
煙

宮
官
試
馬
遊
三
市
　
　
宮
官
　
馬
を
試
み
て
三
市
に
遊
び

舞
女
乗
舟
上
九
天
　
　
舞
女
　
舟
に
乗
り
て
九
天
に
上
る

胡
騎
北
末
空
進
主
　
　
胡
騎
　
北
よ
り
来
た
り
て
空
し
く
主
を
進
め

漢
皇
西
去
克
昇
倦
　
　
漢
皇
　
西
に
去
り
て
克
に
昇
仙
す

如
今
父
老
偏
垂
涙
　
　
如
今
　
父
老
　
偏
く
涙
を
垂
れ

不
見
承
平
四
十
年
　
　
承
平
を
見
ざ
る
こ
と
　
四
十
年

（葦
荘

「洛
陽
吟
」
、
『浣
花
集
』
巻
三
）

こ
の
詩
に
は
、
「時
大
駕
在
蜀
、
巣
冦
未
平
。
洛
中
寓
居
、
作
七
言
」
（時

に
大
駕
蜀
に
在
り
、
巣
冦
未
だ
平
ら
げ
ら
れ
ず
。
洛
中
に
寓
居
し
、
七
言
を

作
る
）
と
の
自
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
か
ら
看
取
さ
れ
る
の
は
、
葦

荘
に
と

っ
て
洛
陽
は
、
玄
宗
の
開
元
の
御
代
の
名
残
を
留
め
る
都
市
で
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
往
事
は
官
僚
た
ち
が
馬
を
廻
ら
せ
た
北
市
、
西

市
、
南
市
の
三
市
や
、
宮
女
た
ち
が
皇
帝
の
船
遊
び
に
伺
候
し
た
洛
水
と
伊

水
は
、
盛
唐
時
代
の
繁
栄
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

度
の
黄
巣
の
乱
に
よ
っ
て
皇
帝
は
蜀
の
成
都
に
逃
れ
、
洛
陽
の
人
々
も
悲
嘆

に
暮
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
唐
王
朝
の
治
世
そ
の
も
の
が
、
武
宗
の
会
昌
年

間

（八
四

一
～
八
四
六
）
よ
り
当
時
に
至
る
ま
で
、
節
度
使
の
反
乱
や
異
民

族
の
侵
入
な
ど
に
よ
り
、
四
十
年
に
わ
た

っ
て
平
和
が
保
た
れ
た
こ
と
は
な

か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
洛
陽
の
風
景
は
次
の
よ
う
に
も
詠

ま
れ
て
い
る
。

春
城
週
首
樹
重
重
　
　
春
城
に
首
を
週
ら
せ
ば
　
樹
は
重
重

立
馬
平
原
夕
照
中
　
　
馬
を
立

つ
　
平
原
　
夕
照
の
中

五
鳳
灰
残
金
翠
滅
　
　
五
鳳
に
灰
は
残
り
　
金
翠
滅
す

六
龍
遊
去
市
朝
空
　
　
エハ
龍
遊
び
去
り
　
市
朝
空
し

千
年
王
氣
浮
清
洛
　
　
千
年
の
王
気
　
清
洛
に
浮
か
び

萬
古
坤
霊
鎮
碧
嵩
　
　
万
古
の
坤
霊
（地
霊
）

碧
嵩
（嵩
山
）
を
鎮
む

欲
問
向
末
陵
谷
事
　
　
間
は
ん
と
欲
す
　
向
来
　
陵
谷
の
事

野
桃
無
語
涙
華
紅
　
　
野
桃
語
る
な
く
　
華
の
紅
き
に
涙
す

（葦
荘

「北
原
閑
眺
」
詩
、
『
浣
花
集
』
巻
三
）

葦
荘
が
洛
陽
城
に
目
を
や
れ
ば
、
城
門
は
焼
け
て
飾
り
は
失
わ
れ
て
お

り
、
天
子
は
蒙
塵
し
て
朝
廷
に
人
は
い
な
く
な

っ
て
い
る
。
王
者
の
気
は
い

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘
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た
ず
ら
に
洛
水
の
流
れ
に
漂
い
、
地
霊
が
嵩
山
を
治
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。

唐
王
朝
が
滅
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
、
革
荘
は
空
し
く
花
を

眺
め
な
が
ら
涙
を
流
す
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
洛
陽
の
荒
廃
し
た
様
子
を

（詠
ん
だ
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
、
従
来
第
二
句
の

「
五
鳳
に
灰
は
残

り
　
金
翠
滅
す
」
の
句
は
洛
陽
城
の
荒
廃
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
洛

陽
城
が
こ
れ
に
よ

っ
て
灰
儘
に
帰
し
た
と
見
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
「
五
鳳

灰
残
」
の
句
は
、
広
明
元
年

（八
八
〇
）
九
月
に
賊
将
李
光
庭
が
五
百
人
の

部
下
を
引
き
連
れ
て
洛
陽
に
侵
入
し
、
安
喜
門
を
焼
き
、
城
内
の
市
難
で
略

奪
を
行

っ
た
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
草
荘
は
、

こ
の
詩
を

作

っ
て
十
年
後
の
景
福
元
年

（八
九
二
）
に
洛
陽
を
再
訪
し
、
こ
の
時
作

っ

た

「
和
集
賢
侯
学
士

・
分
司
丁
侍
御
秋
日
雨
露
之
作
」
詩

（『
浣
花
集
』
巻

三
）
に
、
「洛
陽
秋
晴
夕
照
長
、
鳳
棲
龍
閾
椅
清
光
」
（洛
陽
秋
晴
れ
て
夕
照

長
く
、
鳳
楼
龍
閾
に
清
光
侍
る
）
と
、
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
洛
陽
の
宮

殿
を
詠
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
、
李
光
庭
の
破
壊
行
為
は
必
ず
し
も
洛
陽
全
体

に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
後
述
す
る
長
安
に
比
べ
れ
ば
被
害

が
少
な
か

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
前
掲

「
洛
陽

吟
」
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
専
荘
が
開
元
の
御
代
を
連
想
す
る
こ
と
は
出
来

な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

洛
陽
に
お
け
る
葦
荘
は
、
洛
水
の
北
に
居
住
し
た
と
見
ら
れ
る
。
次
に
挙

げ
る

「
洛
北
村
居
」
詩
に
、
そ
の
住
ま
い
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

十
畝
松
皇
百
畝
田
　
　
十
畝
の
松
堂
　
百
畝
の
田

婦
末
方
周
大
兵
年
　
　
帰
来
　
方
め
て
属
す
大
兵
の
年

巖
邊
石
室
低
臨
水
　
　
巌
辺
の
石
室
　
低
く
し
て
水
に
臨
み

雲
外
嵐
峯
半
入
天
　
　
雲
外
の
嵐
峯
　
半
ば
天
に
入
る

鳥
勢
去
投
金
谷
樹
　
　
鳥
勢
　
去
り
て
投
ず
　
金
谷
の
樹

鐘
馨
遥
出
上
陽
煙
　
　
鐘
声
　
遥
か
に
出
づ
　
上
陽
の
煙

無
人
説
得
中
興
事
　
　
人
の
中
興
の
事
を
説
き
得
た
る
無
く

獨
侍
斜
暉
憶
仲
宣
　
　
独
り
斜
暉
に
侍
り
て
仲
宣
を
憶
ふ

（葦
荘

「洛
北
村
居
」
詩
、
『浣
花
集
』
巻
三
）

こ
の
詩
の
第
二
句
に

「帰
来
　
方
め
て
属
す
大
兵
の
年
」
と
い
う
の
は
、

黄
巣
の
乱
の
さ
な
か
革
荘
が
洛
陽
に
戻

っ
て
き
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
住
ま

い
は
水
辺
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
事
の
か
か

っ
た
峯
が
見
え
る
。
東
側
に
は

金
谷
園

へ
と
飛
ん
で
ゆ
く
鳥
の
群
が
見
え
、
西
側
に
は
鐘
の
音
が
鳴
り
響
く

中
、
上
陽
宮
で
煙
が
上
が
る
の
が
見
え
る
。
ま
だ
唐
朝
の
中
興
の
知
ら
せ
は

無
く
、
専
荘
は
た
だ
夕
陽
に
向
か
い
、
戦
乱
の
世
に
あ

っ
て

「登
楼
賦
」
を

賦
し
た
後
漢
の
王
簗
を
追
想
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

草
荘
が
洛
陽
で
作

っ
た
詩
に
は
、
前
に
見
た
三
首
の
よ
う
に
、
夕
陽
を
眺

め
な
が
ら
唐
朝
の
行
く
末
を
案
じ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
洛
陽
の
風
光
の

中
で
葦
荘
が
想
見
し
て
い
た
の
は
、
故
国
の
行
く
末
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ

こ
に
は
葦
荘
自
身
の
故
郷
の
風
景
も
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。

魏
王
堤
畔
草
如
煙
　
　
魏
王
堤
の
畔
　
草
煙
る
が
如
じ

有
客
傷
時
獨
拍
舷
　
　
客
有
り
　
時
を
傷
み
て
独
り
舷

を
拍
く

妖
氣
欲
昏
唐
社
稜
　
　
妖
気
　
唐
の
社
稜
を
昏
か
ら
し
め
ん
と
し

夕
陽
空
照
漢
山
川
　
　
夕
陽
　
空
し
く
漢
の
山
川
を
照
ら
す
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千
重
碧
樹
籠
春
苑
　
　
千
重
の
碧
樹
　
春
苑
を
籠
め

萬
綾
紅
霞
槻
碧
天
　
　
万
綾
の
紅
霞
　
碧
天
に
棚
く

家
寄
杜
陵
錦
不
得
　
　
家
を
杜
陵
に
寄
す
る
も
帰
り
得
ず

一
回
迎
首

一
漕
然
　
　
一
回
　
首
を
迎
ら
せ
ば
　

一
た
び
漕
然
た
り

（葦
荘

「中
渡
晩
眺
」
詩
、
『浣
花
集
』
巻
三
）

専
荘
は
こ
こ
で
船
に
乗

っ
て
船
縁
を
叩
き

つ
つ
歌
を
唱
い
、
戦
乱
の
世
を

嘆
く
。
唐
の
社
稜
は
潰
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
時
勢
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
夕
陽
は
た
だ
山
川
に
残
照
を
注
ぐ
ば
か
り
で
あ
る
。
多
く
の

木
々
が
上
陽
宮
の
宮
苑
を
覆
い
、
真

っ
赤
な
夕
焼
け
が
紺
碧
の
空
を
染
め

る
。
本
来
の
故
宅
が
あ
る
長
安
の
杜
陵
に
は
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
の
方

を
眺
め
や
る
と
涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
る
と
い
う
。
草
荘
は
洛
陽
屈
指
の
景

勝
地
に
あ

っ
て
、
国
都
長
安
そ
し
て
祖
先
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
杜
陵
を
思

い
、
や
が
て
帰
還
で
き
る
日
を
待
ち
佗
び
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
望
み
が
叶
う
の
は
、
こ
れ
よ
り
お
よ
そ
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

〓
一　

長
安

へ
の
帰

還

昭
宗
の
乾
寧
元
年

（八
九
四
）
、　
一
昨
年
よ
り
上
京
し
て
い
た
草
荘
は
、

五
十
九
歳
で
応
じ
た
四
度
目
の
試
験
に
よ

っ
て
よ
う
や
く
進
士
科
に
及
第
し

た
。
だ
が
不
運
に
も
翌
年
に
鳳
翔
節
度
使
李
茂
貞
、
郊
寧
節
度
使
王
行
喩
、

華
州
刺
史
韓
建
が
兵
を
率
い
て
再
び
長
安
に
入
城
し
、
騒
乱
と
な

っ
た
。
民

衆
は
各
処
に
逃
散
し
、
昭
宗
自
身
も
長
安
城
外

へ
と
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
機
に
乗
じ
て
李
克
用

（後
の
後
唐
の
太
祖
）
が
長

安
に
侵
攻
し
、
都
城
は
荒
廃
し
た
。
こ
の
時
の
長
安
の
様
子
は
、
韓
握
の
次

の
詩
に
生
々
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

狂
童
容
易
犯
金
門
　
　
狂
童
　
容
易
に
金
門
を
犯
し

比
屋
齊
人
作
旅
魂
　
　
比
屋
　
人
斉
し
く
旅
魂
と
作
る

夜
戸
不
局
生
茂
草
　
　
夜
戸
　
局
さ
れ
ず
し
て
茂
草
生
じ

春
渠
自
溢
浸
荒
園
　
　
春
渠
　
自

ら
浴
れ
て
荒
園
を
浸
す

開
中
忽
見
屯
邊
卒
　
　
関
中
に
忽
ち
辺
卒
の
屯
す
る
を
見

塞
外
翻
聞
有
漢
村
　
　
塞
外
に
翻

っ
て
漢
村
有
る
を
聞
く

堪
恨
無
情
清
渭
水
　
　
恨
む
に
堪

へ
た
り
　
無
情
な
る
清
渭
の
水

砂
茫
依
奮
透
秦
原
　
　
砂
茫
　
旧
に
依
り
て
秦
原
を
通
る
を

（韓
握

「乱
後
、
却
至
近
句
有
感
」
詩
、
『韓
内
翰
別
集
』
、

四
部
叢
刊
初
編
所
収
）

こ
の
詩
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
乱
兵
が
宮
門
に
侵
入
し
、

並
び
立

つ
家
々
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
旅
の
空
の
下
に
い
る
。
空
き
家
と

な

っ
た
建
物
に
は
鍵
も
掛
け
ら
れ
ず
雑
草
が
は
び
こ
り
、
水
路
の
水
は
浴
れ

て
荒
れ
は
て
た
庭
園
を
水
浸
し
に
し
て
い
る
。
こ
こ
は
天
子
の
住
ま
う
都
で

あ
る
の
に
辺
境
の
兵
士
が
群
集
し
、
却

っ
て
辺
境
の
地
に
漢
族
の
住
む
村
が

あ
る
と
聞
く
。
人
の
世
は
す

っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
の

に
、
恨
め
し
い
こ
と
に
渭
水
は
無
情
に
も
以
前
と
同
じ
よ
う
に
流
れ
て
い

る
。
「清
渭
水
」
は
杜
甫
の

「秦
州
雑
詩
」
二
十
首

・
其
二

（『
杜
詩
詳
注
』

巻
七
）
に

「清
渭
無
情
極
、
愁
時
獨
向
東
」
（清
渭
　
無
情
の
極
み
な
り
、

愁
時
　
独
り
東
に
向
か
ふ
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
関
中
の
荒
廃
を
表
す
。

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘
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こ
の
時
期
に
長
安
が
度
々
戦
災
を
被

っ
た
こ
と
は
、
『
資
治
通
鑑
』
の
乾

寧
年
間
の
条
に
し
ば
し
ば
記
述
さ
れ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
昭
宗
の
乾

寧
二
年

（八
九
五
）
七
月
の
条
に
、
「時
宮
室
焚
毀
、
未
暇
完
葺
ず
上
鋼
居

尚
書
省
、
百
官
往
往
無
抱
笏
僕
馬
。
」
（時
に
宮
室
焚
毀
じ
、
未
だ
完
て
葺
む

る
に
直
が

ら
ず
。
上
、
尚
書
省
に
寓
居
し
、
百
官
往
往
に
し
て
抱
笏
僕
馬
無

し
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
皇
宮
が
焼
失
し
て
い
た
た
め
に
昭
宗
は
尚

書
省
に
仮
寓
し
、
文
武
百
官
は
殆
ど
身
ひ
と

つ
の
ま
ま
で
朝
政
に
携
わ
ら
ね

ば
な
ら
な
か

っ
た
。
同
年
十
月
、
ょ
う
ゃ
く
皇
宮
の
修
理
が
完
成
し
、
昭
宗

は
内
裏
二
戻
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
翌
乾
寧
三
年

（八
九
六
）
七
月
、
ま
た

し
て
も
李
茂
貞
の
長
安
侵
攻
に
遭
い
、
「
茂
貞
遂
入
長
安
、
自
中
和
以
末
所

葺
宮
室
、
市
率
、
播
燒
倶
蓋
。
」
（茂
貞
、
遂
に
長
安
に
入
り
、
中
和
よ
り
以

来
、
葺
む
る
所
の
宮
室
、
市
痒
、
幡
焼
し
て
倶
に
尽
く
）
と
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
中
和
元
年

（八
八

一
）
以
来
、
黄
巣
の
乱
を
始
め
と
す
る

一
連
の
動
乱

の
中
で
、
焼
け
落
ち
る
た
び
に
再
建
さ
れ
て
き
た
長
安
の
宮
室
及
び
東
西
の

両
市
は
、
共
に
灰
儘
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

葦
荘
が
帰
還
し
た
長
安
は
上
述
の
よ
う
な
様
子
で
あ

っ
た
。
乾
寧
元
年

（八
九
四
）
進
士
に
及
第
し
た
専
荘
は
、
左
拾
遺
、
補
閾
を
歴
任
し
、
昭
宗

二
層
従
し
て
行
在
を
渡
り
歩
い
て
い
る
。
専
荘
が
こ
う
し
た
困
難
な
時
勢
に

あ
り
な
が
ら
も
昭
宗
に
付
き
従

っ
て
い
た
の
は
、
彼
が
そ
の
繊
細
な
詞
か
ら

は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
剛
直
な

一
面
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
「
関

河
道
中
」
詩

（『
浣
花
集
』
巻

一
）
に
は
、
「平
生
志
業
匡
尭
舜
、
又
擬
槍
浪

學
釣
翁

（平
生
の
志
業
　
尭
舜
を
匡
け
ん
と
し
、
又
た
治
浪
に
釣
翁
に
学
ば

ん
と
擬
す
こ

と
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
二
句
か
ら
天
下
が
乱
れ
て
い
る
た

め
世
に
出
る
に
至

っ
て
い
な
い
が
、
葦
荘
は
本
来
皇
帝
を
補
佐
せ
ん
と
す
る

志
を
秘
め
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た

「塗
次
逢
李
氏
兄
弟
感
旧
」

嚇
帯
粥
嘲
躊
け
鰤
螂
鵡
眸
“
劉
撃
、

家
「替

剣
嘲
』
製
翡
嶽

‐ま
，

、
嵯
薄
運
渤
嶋
「

の
二
句
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
専
荘
そ
の
人
は
本
来
憂
国
の
士
で
あ

っ

た
。
彼
の
憂
国
の
情
は
、
前
出
の
洛
陽
時
代
に
詠
ま
れ
た
詩
に
見
え
る
と
お

り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
革
荘
は
、
昭
宗
の
天
復
元
年

（九
〇

一
）
に
西
川
節

度
使
王
建
の
掌
書
記
に
応
じ
て
成
都
に
赴
任
し
、
そ
の
晩
年
に
は
王
建
が
建

て
た
前
蜀
の
宰
相
を
拝
し
て
そ
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
憂
国
の
士

で
あ

っ
た
葦
荘
が
王
建
の
幕
下
に
入

っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
の
事
情

を
付
度
す
る
に
、
葦
荘
の
理
想
と
現
実
と
の
岨
語
が
考
え
ら
れ
る
。

専
荘
は

「題
安
定
張
使
君
」
詩

（『浣
花
集
』
巻
三
）
に
お
い
て
、
「中
興

若
縫
開
元
事
、
堪
向
龍
池
作
近
臣
」
（中
興
し
て
若
し
開
元
の
事
を
継
が
ば
、

龍
池
に
近
臣
と
作
る
に
堪

へ
ん
）
と
詠
み
、
も
し
唐
朝
の
中
興
が
成
し
遂
げ

ら
れ
れ
ば
、
皇
帝
の
侍
臣
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
に
と
、
張
使
君
に
同
情
の
意

を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
専
荘
の
理
想
と
す
る
治
世
は
、
玄
宗
の
開

元
年
間
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
彼
が
仕
え
た
昭
宗
は
中
興
の
君
主
と

な
り
得
な
い
人
物
で
あ

っ
た
。
昭
宗
の
人
柄
は
、
『
新
唐
書
』
に
次
の
よ
う

に
見
え
る
。

昭
宗
篤
人
明
篤
。
初
亦
有
志
於
興
復
。
而
外
患
己
成
、
内
無
賢
佐
。
頗

亦
慨
然
思
得
非
常
之
材
、
而
用
匪
其
人
、
徒
以
益
乱
。
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昭
宗
、
人
と
な
り
は
明
焦
な
り
。
初
め
亦
た
興
復
を
志
す
有
り
。
而

れ
ど
も
外
患
已
に
成
り
、
内
に
賢
佐
無
し
。
頗
る
亦
た
慨
然
と
し
て

非
常
の
材

（人
材
）
を
得
ん
こ
と
を
思
ひ
て
、
用
ふ
る
と
こ
ろ
は
其

の
人
に
匪
ざ
れ
ば
、
徒

に
以
て
乱
を
益
す
の
み
。

「
新
唐
書
』
巻

一
〇
、
「
昭
宗
紀
」
賛
）

「
昭
宗
紀
」
の
賛
に
拠
れ
ば
、
昭
宗
は
唐
朝
の
復
興
を
志
し
な
が
ら
も
、

内
憂
外
患
に
加
え
て
難
局
を
乗
り
切
る
の
に
必
要
な
人
材
を
任
用
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
朝
政
は
混
乱
を
増
し
た
と
い
う
。　
一
方
葦
荘
と
い
え
ば
、
「
寓

言
」
詩

（『浣
花
集
』
巻
四
）
に
、
「篤
儒
逢
世
乱
、
吾
道
欲
何
之
。
學
釧
己

應
晩
。
婦
山
今
又
遅
」
（儒
と
為
り
て
世
乱
に
逢
ひ
、
吾
が
道
　
何
く
に
之

か
ん
と
欲
す
。
剣
を
学
ぶ
は
己
に
応
に
晩
か
る
べ
し
。
山
に
帰
る
も
今
又
た

遅
し
）
と
詠
む
よ
う
に
、
出
仕
し
て
儒
家
と
し
て
の
志
を
遂
げ
る
こ
と
を
強

く
望
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
朝
廷
よ
り
与
え
ら
れ
た
の
は
左
拾

遺

（従
八
品
）
、
補
閾

（従
七
品
）
で
あ
り
、
諫
官
の
要
職
と
は
い
え
、
そ

れ
ら
の
官
位
は

「尭
舜
を
匡
け
ん
」
と
す
る
志
を
果
た
す
に
は
不
十
分
な
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
葦
荘
の
故
郷
杜
陵
を
含
む
長
安
の
惨
状
は

目
に
余
る
も
の
が
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る

（後
述
）
。
長
安
に
て
昭
宗
に
Ｅ
従

し
、
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
現
実
に
直
面
し
た
葦
荘
に
と

っ
て
、
将
来
の

展
望
が
開
け
な
い
ま
ま
長
安
に
住
み
続
け
る
こ
と
は
、
甚
だ
苦
痛
を
伴
う
も

の
で
は
な
か

っ
た
か
。

第

一
節
に
は

「菩
薩
蛮
」
第
五
首
を
引
用
し
、
草
荘
が
洛
陽
の
美
し
い
風

景
を
想
起
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
は
彼
は
長
安
に
つ
い
て
も
同
じ

く

「菩
薩
蛮
」
詞
に
詠
ん
で
い
る
。

人
人
墨
説
江
南
好
　
　
人
人
　
尽

く
説
く
　
江
南
の
好
き
を

遊
人
只
合
江
南
老
　
　
遊
人
　
只
だ
合
に
江
南
に
老
ゆ
べ
し

春
水
碧
於
天
　
　
　
　
春
水
　
天
よ
り
碧
く

豊
船
聴
雨
眠
　
　
　
　
画
船
に
雨
を
聴
き
て
眠
る

鑢
邊
人
似
月
　
　
　
　
鑢
辺
　
人
は
月
の
似
く

皓
腕
凝
雙
雪
　
　
　
　
皓
腕
　
双
雪
を
凝
ら
す

未
老
莫
還
郷
　
　
　
　
未
だ
老
い
ざ
れ
ば
　
郷
に
還
る
こ
と
莫
か
れ

還
郷
須
断
腸

　

　

　

郷
に
還
れ
ば

須

く
断
腸
す
べ
し

（葦
荘

「菩
薩
蛮
」
五
首

・
其
二
、
『
花
問
集
』
巻
二
）

こ
の
詞
の
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、　
一
説
で
は
、
こ
れ
は
江
南
で
の

作
で
は
な
く
、
蜀
地
に
遷

っ
た
晩
年
の
作
で
あ
る
さ
れ
る
。
実
際
に
江
南
を

放
浪
し
て
い
た
頃
の
草
荘
は
、
〓

杯
今
日
酒
、
萬
里
故
郷
心

（
一
杯
　
今

日
の
酒
、
万
里
　
故
郷
の
心
と

（「婆
州
水
館
重
陽
日
作
」
詩
、
『
浣
花
集
』

巻
七
）
、
「西
望
長
安
白
日
遥
、
半
年
無
事
駐
蘭
撓

（西
の
か
た
長
安
を
望
め

ば
白
日
遥
か
な
り
、
半
年
事
無
く
し
て
蘭
撓
を
駐
む
と

（「
江
行
西
望
」
詩
、

『
浣
花
集
』
巻
六
）
と
詠
む
よ
う
に
、
江
南
に
在
り
な
が
ら
長
安

へ
の
帰
還

を
切
望
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
長
安
に
戻

っ
た
革
荘
が
目
の
あ
た
り
に
し
た
光
景
は
、
翌
口薩
蛮
」

第
二
首
の
後
関
第
四
句
に

「郷
に
還
れ
ば
　
篤
．ご

断
腸
す
べ
し
」
と
詠
ま

れ
る
よ
う
に
、
葦
荘
を
し
て
断
腸
の
思
い
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
よ
う

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘
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唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘

で
あ
る
。
事
実
、
乾
寧
四
年

（八
九
七
）
に
作
ら
れ
た
詩
に
は
、
往
事
の
痕

跡
を
留
め
ぬ
長
安
の
街
並
み
が
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

満
目
惜
匡
春
草
深
　
　
満
目
の
結
匡
　
春
草
深
く

傷
時
傷
事
更
傷
心
　
　
時
を
傷
み
　
事
を
傷
み
　
更
に
心
を
傷
ま
し
む

車
輪
馬
跡
今
何
在
　
　
車
輪
　
馬
跡
　
今
何
く
に
か
在
る

十
二
玉
棲
無
虚
尋
　
　
十
二
玉
楼
　
尋
ぬ
る
処
無
し

（葦
荘

「長
安
旧
里
」
詩
、
『浣
花
集
』
巻

一
〇
）

葦
荘
の
目
に
ふ
れ
る
坊
里
の
垣
根
に
は
、
春
を
迎
え
て
野
草
が
生
い
茂

っ

て
い
る
。
荒
廃
し
た
長
安
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
自
身
が
こ
の
よ
う
な
戦

乱
の
時
代
に
生
ま
れ
あ
わ
せ
た
こ
と
を
思
う
と
悲
し
み
が
増
す
。
嘗
て
は
大

通
り
を
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
車
馬
は
見
る
影
も
な
く
、
王
侯
貴
族
で
賑

わ

っ
た
楼
閣
も
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
た
め
に
尋
ね
あ
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
。
初
旬
の

「春
草
深
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
杜
甫

「春
望
」
詩

の

「城
春
草
木
深
」
の
句
を
踏
ま
え
る
。
杜
甫
が
安
史
の
乱
の
際
に
目
に
し

た
の
と
同
じ
く
、
長
安
の
見
る
も
無
惨
な
光
景
は
、
葦
荘
の
胸
に
終
生
焼
き

つ
い
て
離
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長
安
ば
か
り
で
は
な
い
。
後
述
の

よ
う
に
葦
荘
の
旧
居
が
あ

っ
た
杜
陵
も
、
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
て
人
々
が
離
散

し
、
旧
知
の
人
々
は
い
な
く
な

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
変
わ
り
果
て
た
長

安
及
び
杜
陵
の
光
景
は
、
革
荘
の
心
を
甚
だ
悲
し
ま
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は

一
方
の
洛
陽
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
天
祐
元
年

（九
〇
四
）
、

朱
全
忠
に
迫
ら
れ
、
昭
宗
は
長
安
か
ら
洛
陽
に
遷
都
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に

長
安
の
宮
殿
と
官
衛
及
び
市
民
の
邸
宅
は
解
体
さ
れ
て
洛
陽

へ
と
運
ば
れ
た

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
洛
陽
は
光
啓
三
年

（八
八
七
）
よ
り
後
唐

・
荘
宗
の
同

光
四
年

（九
二
六
）
に
至
る
ま
で
河
南
ヂ
を
務
め
た
張
全
義
の
治
世
下
で
着

実
に
復
興
を
遂
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
五
代
に
お
い
て
も
首
都
及
び
そ
れ
に
次

ぐ
重
要
都
市
と
し
て
注
目
さ
れ
、
北
宋
に
お
い
て
は
開
封
に
次
ぐ
都
城
と
し

て
存
在
し
続
け
た
。

こ
こ
で
葦
荘
の

「菩
一薩
蛮
」
第
五
首
の

「残
暉
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
清
の
陳
廷
悼
や
葉
嘉
螢
氏
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
「
凝
恨
封
残
暉
、
憶

君
君
不
知

（恨
み
を
凝
ら
し
て
残
暉
に
対
し
、
君
を
憶
ふ
も
君
知
ら
ず
と

の
二
句
に
は
、
蜀
地
に
在

っ
て
君
主
を
恋
慕
す
る
感
情
が
吐
露
さ
れ
た
も
の

と
す
る
見
方
が
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
牽
強
附
会
と
す
る
見
方
も
あ
る

が
、
筆
者
は
前
者
の
説
に
与
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
葦
荘
の
詞
は
詩
と
近

し
い
性
質
を
有
し
て
お
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
詩
に
お
け
る
日
没
の
光
景
は
、

唐
の
興
廃
に
関
連
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

辛
勤
曾
寄
玉
峯
前
　
　
辛
勤
し
　
曾
ち
寄
る
玉
峯
の
前

一
別
雲
漢
二
十
年
　
　
一
た
び
雲
渓
に
別
れ
て
よ
り
二
十
年

三
径
荒
涼
迷
竹
樹
　
　
一二
径
　
荒
涼
と
し
て
竹
樹
に
迷
ひ

四
郊
凋
謝
愛
桑
田
　
　
四
隣
　
凋

へ
謝
り
て
桑
田
に
変
ず

渓
阪
可
是
営
時
事
　
　
漢
陵
は
是
れ
当
時
の
事
な
る
べ
き
も

紫
閣
空
餘
奮
日
煙
　
　
紫
閣

（終
南
山
）
は
空
し
く
旧
日
の
煙
を
余
す

多
少
乱
離
無
庭
問
　
　
多
少
ぞ
　
乱
離
に
問
ふ
処
無
し

夕
陽
吟
罷
沸
滑
然
　
　
夕
陽
に
吟
じ
罷
み
て
　
沸
漕
然
た
り

（葦
荘

「
過
渓
陵
懐
旧
」
詩
、
『
浣
花
集
』
巻

一
〇
）
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こ
の
詩
は
、
前
に
見
た

「
長
安
旧
里
」
詩
と
同
じ
く
乾
寧
四
年

（八
九

七
）
の
作
で
あ
る
。
実
は
こ
の
年
は
李
茂
貞
が
長
安
を
焼
き
払

っ
た
乾
寧
三

年
七
月

（八
九
六
）

の
翌
年

で
も
あ
る
。
蜀

へ
使
者
と
し
て
赴
い
た
帰
り

に
、
二
十
年
ぶ
り
に
杜
陵
の
渓
陵
に
立
ち
寄

っ
た
葦
荘
は
、
荒
廃
し
た
そ
の

土
地
が
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
る
光
景
を
見
て
止
め
ど
な
く
涙
を
流
し
て
い
る
。

第
八
句
の

「漕
然
」
は
、
前
出
の

「
中
渡
晩
眺
」
詩
の

「
家
寄
杜
陵
婦
不

得
、　
一
迎
迎
首

一
漕
然

（家
を
杜
陵
に
寄
す
る
も
帰
り
得
ず
、　
一
週
　
首
を

週
ら
し
て

一
た
び
滑
然
た
り
こ

の
二
句
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
洛
陽
に
て
切
望
し
た
杜
陵

へ
の
帰
還
は
、
こ
の
時
点
で
不
可
能
な
も

の
と
な

っ
て
お
り
、
故
郷
を
喪
失
し
た
悲
し
み
に
、
葦
荘
は
落
涙
を
禁
じ
得

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
夕
陽
に
映
る
風
景
と
時
代
状
況
を
重
ね
合
わ
せ
て
慨
嘆
す
る

手
法
は
、
「中
渡
晩
眺
」
詩

（『
浣
花
集
』
巻
三
）
の

「妖
氣
欲
昏
唐
社
稜
、

夕
陽
空
照
漢
山
川
」
（妖
気
　
唐
の
社
稜
を
昏
か
ら
し
め
ん
と
し
、
夕
陽

空
し
く
漢
の
山
川
を
照
ら
す
）
や
、
「
咸
陽
懐
古
」
詩

（『
浣
花
集
』
補
遺

巻
）
の

「城
邊
人
侍
夕
陽
棲
、
城
上
雲
凝
萬
古
愁
」
（城
辺
　
人
は
夕
陽
の

楼
に
椅
り
、
城
上
　
雲
は
万
古
の
愁
ひ
を
凝
ら
す
）
の
よ
う
な
対
句
表
現
に

も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
草
荘
に
お
け
る

「夕
陽
」
は
た
だ
の
夕
陽

で
は
な
く
、
そ
れ
は
確
か
に
王
朝
の
落
日
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
冒
頭
に
挙

げ
た
、
草
荘
が
長
安
の
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
菩
薩
蛮
」
第
五
首

に
お
い
て
洛
陽
の
風
光
を
慕
わ
し
い
も
の
と
し
て
詠
む
の
は
何
故
か
と
い
う

問
題
に
立
ち
返
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
葦
荘
に
お
け
る
長
安
は
、

黄
巣
の
乱
を
始
め
と
す
る

一
連
の
戦
禍
の
た
め
に
荒
廃
し
た
。
と
り
わ
け
草

家
の
荘
園
の
あ

っ
た
杜
陵
は
も
は
や
帰
還
す
べ
き
場
所
で
は
な
く
な

っ
て
い

た
。　
一
方
、
洛
陽
は
長
安
に
比
較
す
れ
ば
被
災
の
程
度
は
少
な
く
、
風
光
明

媚
な
景
観
を
残
し
て
お
り
、
さ
ら
に
都
が
遷
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
復
興
の
機

運
が
兆
し
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
都
城
と
し
て
復
興
せ
ん
と
す
る
洛

陽
で
は
、
後
の
後
梁
の
大
祖
朱
全
忠
に
よ

っ
て
帝
位
募
奪
の
準
備
が
進
め
ら

れ
、
唐
王
朝
は
ま
さ
に
落
日
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
念
平
伯
氏
や
食
陛
雲

氏
が

「菩
薩
蛮
」
第
五
首
を
評
し
て
、
こ
れ
に
は
表
向
き
は
葦
荘
の
望
郷
の

思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
骨
子
に
は
故
国
の
行
く
末
や
君
主
に
対
す

る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
正
し
い
。
葦
荘
に

と

っ
て
の
洛
陽
は
、
唐
の
全
盛
時
代
を
想
起
さ
せ
る
風
光
明
媚
な
都
市
で
あ

り
、
か

つ
滅
び
ゆ
く
唐
王
朝
を
哀
惜
さ
せ
る
土
地
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ

り

に

我
々
は
洛
陽
に
お
い
て
専
荘
が
、
夕
陽
を
眺
め
な
が
ら
、
常
に
唐
の
社
稜

と
そ
の
行
く
末
を
案
じ
て
い
た
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
臆
断
を
恐
れ
ず
に
言

う
な
ら
、
「菩
薩
蛮
」
第
五
首
の
後
関
に

「恨
み
を
凝
ら
し
て
残
暉
に
対
し
、

君
を
憶
ふ
も
　
君
知
ら
ず
」
と
詠
ま
れ
て
い
る

「君
」
と
は
、
長
安
で
苦
楽

を
共
に
し
、
後
に
は
洛
陽
に
移
さ
れ
た
嘗
て
の
君
主
、
昭
宗
そ
の
人
を
指
す

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
革
荘
は
夕
陽
に
向
か
い
つ
つ
、
以
前
に
自
ら
が
仮
寓
し

た
洛
陽
の
風
光
明
媚
な
景
観
を
回
想
し

つ
つ
も
、
滅
亡
の
時
を
迎
え
よ
う
と

す
る
唐
王
朝
に
哀
惜
の
念
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
故
郷
を
喪
失
し
た
葦
荘
に

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘
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唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘

と

っ
て
、
回
想
す
る
こ
と
が
苦
痛
に
感
じ
ら
れ
る
長
安
と
比

べ
て
、
開
元
の

御
代
を
想
起
さ
せ
る
洛
陽
の
す
ぐ
れ
た
風
光
が
、
終
生
心
を
と
ら
え
ら
れ
る

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
唐
末
の
士
人
に
と

っ
て
、
少
な
く
と

も
葦
荘
に
と

っ
て
の
長
安
は
、
も
は
や
帰
る
べ
き
場
所
で
は
な
く
な

っ
て
い

た
。
だ
が
壊
滅
し
た
長
安
と
異
な
り
、
復
興
を
遂
げ

つ
つ
あ

っ
た
洛
陽
は
、

王
朝

の
交
替
と
相
倹

っ
て
、
よ
り
強
い
求
心
力
を
も

っ
て
士
人
た
ち
の
注
意

と
関
心
を
惹
き

つ
け
た
と
言
え
よ
う
。

狂̈
（１
）
　

葦
荘
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
最
安
福

『
葦
荘
集
箋
校
』
（上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
附
録

「
草
荘
年
譜
簡
編
」
、
及
び
同
書
の
詩
の
注

釈
に
拠
る
。

（２
）
　

葦
荘
の
詩
の
引
用
は

『
浣
花
集
』
（
四
部
叢
刊
初
編
所
収
）
に
、
詞
の

引
用
は
趙
崇
詐

『花
問
集
』
（呉
昌
綬
、
陶
湘
輯

『
景
刊
宋
金
元
明
本
詞
』

〈上
海
古
籍
出
版
、　
一
九
八
九
年
〉
所
収
）
に
拠
る
。
ま
た

「秦
婦
吟
」

及
び

『
浣
花
集
』
未
収
の
詩
に
つ
い
て
は
、
注
（１
）
所
掲

『
草
荘
集
箋

校
』
に
拠
り
、
出
処
を

「『浣
花
集
』
補
遺
巻
」
と
略
記
す
る
。

（３
）
　

『資
治
通
鑑
』
巻
二
五
三
、
唐
紀
六
九
、
信
宗
広
明
元
年

（八
八
〇
）

九
月
の
条
を
参
照
。

（４
）
　

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
五
、
信
宗
中
和
三
年

（八
八
三
）
四
月
の
条
に

次
の
よ
う
に
見
え
る
。
「
甲
辰
、
（李
）
克
用
等
自
光
泰
門
入
京
師
。
黄
巣

力
戦
不
勝
、
焚
宮
室
遁
去
。
」

（５
）
　

注
（１
）
所
掲

『葦
荘
集
箋
校
』、
「北
原
閑
眺
」
詩
の
注
二
を
参
照
。

（６
）
　

葦
荘
が

「黄
巣
の
乱
」
以
前
に
洛
陽
に
居
住
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は

見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
洛
陽
の
西
方
に
位
置
す
る
琥
州

（現
在
の
河
南

省
霊
宝
県
）
に
葦
家
の
別
壁
が
構
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
過
去
に
彼

が
洛
陽
を
訪
問
す
る
機
会
は
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（７
）
　

『資
治
通
鑑
』
巻
二
六
〇
、
唐
紀
七
六
、
昭
宗
乾
寧
二
年

（八
九
五
）

七
月
の
条
を
参
照
。

（８
）
　

『資
治
通
鑑
』
巻
二
六
〇
、
唐
紀
七
六
、
昭
宗
乾
寧
三
年

（八
九
六
）

七
月
の
条
を
参
照
。

（９
）
　

葉
嘉
螢

「従

《人
間
詞
話
》
看
温
葦
潟
李
四
家
詞
的
風
格
」
翁
迦
陵
論

詞
叢
稿
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、　
一
九
八
〇
年
、
六

一
頁
）
を
参
照
。
江

南
で
故
郷
を
懐
か
し
ん
だ
葦
荘
が
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
断
念
し
た
後
に

回
想
し
た
江
南
の
地
は
、
老
境
に
あ
る
現
在
と
比
べ
た
な
ら
楽
し
い
思
い

出
の
残
る
土
地
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
や
は
り

「菩
薩
蛮
」
第
二
首
は
、
第
五
首
と
同
様
に
、
蜀
地
に
て
江
南
を
放
浪
し

た
過
去
を
回
想
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
な
お

「菩
薩
蛮
」
五
首
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
山
本
敏
雄

「葦

荘
詞
小
考
」
「
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
二
三
輯
、　
一
九
八
四
年
）

に
先
行
研
究
の
整
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
確
実
な
証
拠
が

な
い
の
で
、
先
行
す
る
諸
説
は
決
定
性
に
欠
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
近
年
刊
行
さ
れ
た
張
美
麗

『葦
荘
詞
研
究
』
（中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇

一
〇
年
）
に
お
い
て
、
「菩
薩
蛮
」
五
首
を
含
む
葦
荘
の
大
部
分
の

詞
は
蜀
地
に
お
い
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
当
時
の
政
治
状
況
と
関
連
づ
け
な

が
ら
論
証
さ
れ
て
い
る

（
一
八
九
～

一
九
六
頁
）
。
本
稿
で
は
、
張
氏
の

説
に
左
祖
し
た
い
。

（
１０
）
　

該
当
す
る
原
文
は
次
の
と
お
り
。
「壬
成
、
車
駕
登
長
安
、
全
忠
以
其
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将
張
廷
範
篤
御
螢
使
、
毀
長
安
宮
室
百
司
及
民
間
慮
舎
、
取
其
材
、
浮
渭

沿
河
而
下
。
長
安
自
此
遂
丘
墟
実
。
翁
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
四
、
唐
紀
八

〇
、
昭
宗
天
祐
元
年

〈九
〇
四
〉
正
月
の
条
）

（
１１
）
　

原
文
は
次
の
と
お
り
。
「端
己

『
菩
薩
量
』
云
、
『未
老
莫
還
郷
』
冒
妃

郷
須
断
腸
』
。
又
云

『凝
恨
封
残
暉
、
憶
君
君
不
知
』
。
（中
略
）
皆
留
蜀

後
思
君
之
辞
。
時
中
原
鼎
沸
、
欲
婦
不
能
。
端
己
人
品
未
篤
高
、
然
其
情

亦
可
哀
実
。
」
（陳
廷
悼

『
白
雨
斎
詞
話
』
巻

一
、
人
民
文
学
出
版
社
、　
一

九
五
九
年
）
。
「
如
果
以
中
國
詩
歌

一
貫
習
用
的
託
喩
的
想
法
末
看
、
則

「
日
」
之
篤
物
、　
一
向
乃
是
朝
廷
君
主
之
象
喩
、
而
今
端
己
乃
用
了

「残

暉
」
二
字
、
則
営
時
朝
廷
國
事
之
有
足
哀
者
也
可
以
説
是
意
在
言
外
了
。

而
且
如
果
以
史
賞
牽
附
立
説
、
則
昭
宗
之
被
脅
遷
洛
陽
、
唐
朝
國
詐
之
已

瀕
於
落
日
残
暉
可
知
。
」
（注
（９
）
所
掲
葉
氏
論
文
、
七
〇
頁
）。

（
‐２
）
　

岡
崎
俊
夫

「洛
陽
才
子
他
郷
老
―
詞
人
車
荘
の
こ
と
ど
も
―
」
（中
国

文
学
研
究
会

『中
国
文
学
月
報
』
第
四
九
号
、　
一
九
二
九
年
。　
一
九
七

一

年
に
汲
古
書
院
よ
り
影
印
発
行
）
、　
一
七
頁
を
参
照
。
ま
た
村
上
哲
見

『宋
詞
研
究
　
唐
五
代
北
宋
篇
』
（創
文
社
、　
一
九
七
六
年
、
上
篇
第
二
章

「
五
代
詞
論
」
、　
一
四
五
頁
）
に
も
、
「
草
端
己
の
詞
に
は
、
士
大
夫
と
し

て
の
境
遇
、
も
し
く
は
そ
の
中
に
お
け
る
士
大
夫
的
な
心
情
が
、
か
な
り

濃
厚
に
、
あ
る
い
は
直
接
的
に
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
温
飛

卿
の
詞
と
質
を
異
に
す
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
「詞
を

詩
と
同
じ
よ
う
に
歴
史
を
反
映
す
る
資
料
と
し
て
用
い
て
良
い
の
か
」
と

見
る
む
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
草
荘
よ
り
少
し
後
の
時
代
の

詞
人
で
あ
る
南
唐
の
後
主
李
湿
の
詞
が
、
「破
陣
子

（四
十
年
末
家
國
と

や

「浪
淘
沙
令

（簾
外
雨
混
混
と

の
よ
う
に
南
唐
の
滅
亡
と
い
う
歴
史

的
背
景
を
も
と
に
解
釈
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
れ

ば
、
前
掲
岡
崎
氏
や
村
上
氏
の
諸
説
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
葦
荘

に
お
い
て
詩
と
詞
の
境
界
は
そ
れ
ほ
ど
分
明
で
は
な
い
と
言
え
る
。
よ
っ

て
唐
朝
の
滅
亡
に
対
す
る
感
情
の
表
出
と
い
う
点
に
お
い
て
、
葦
荘
の
詩

と
詞
が
共
通
す
る
要
素
を
有
す
る
と
見
て
も
、
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
い

と
筆
者
は
考
え
る
。

（‐３
）

該
当
す
る
原
文
は
次
の
と
お
り
。
「其
賞
端
己
此
詞
、
表
面
上
看
是
故

郷
之
思
、
骨
子
裏
説
是
故
國
之
思
。
（中
略
）
更
進

一
歩
説
、
不
僅
有
故

國
之
思
也
、
且
兼
有
興
亡
治
訛
之
感
焉
。
」
（念
平
伯

『読
詞
偶
得
』、
香

港
万
里
書
店
、　
一
九
五
九
年
、　
三
ハ
頁
）
。
「洛
地
風
景
、
馬
唐
初
以
来
都

城
勝
虎
、
魏
堤
柳
色
、
回
首
依
依
。
結
句
言

『憶
君
君
不
知
』
者
、
言
君

門
萬
里
、
不
知
覇
臣
懸
主
之
悦
也
。
」
（念
陛
雲

『唐
五
代
両
宋
詞
選
釈
』
、

上
海
古
籍
出
版
社
、　
一
九
八
五
年
、
四
八
頁
）。

唐
末
動
乱
期
の
洛
陽
と
葦
荘
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